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後背山地および丘陵部は新第三紀中新世の流紋岩，流紋岩質火砕岩および堆積岩類からなり ，

水文地質的な基盤となっている。 丘陵末端の段丘堆積物およ び加賀市南西部に分布する南郷層

(磯，泥〉は高位段丘に，橋立丘陵に分布する片山津層 (泥，砂， 1深〉および月津台地の砂層は中位

段丘に対比される (1)。低地部の地質は，木場潟付近を境としてその構造に差があり，北東側では

第三紀層までの深度が深く ，DG1層や DC1層が伏在している。南西側では第三紀層が浅く ，DG1 

層，DC1層は欠如する。

(2) 地下水

帯水層の概要は表2-4-15にまとめたとおりであるが，金沢平野の中では比!I史的地下水に乏し

い地域である。小松市を中心とする北東部地域には，手取川扇状地から連続する DG1層が分布

しており，その他 DG2層，As層からも地下水が採取されている。 一方，加賀市を中心とする南

西部地域では，良好な帯水層が少なく， DG2層や D-T層を取水対象とし，また橋立丘陵で、は第

三紀層中の裂か水を取水している井戸もある。

小松江沼低地の地下水揚水量は前述の 2地域の 1/3-1/4にすぎないが， 水道用水，工業用水と

しての利用がそれぞれ 54%，32%と高い率を示すことが特徴である。その中でも，加賀市にお

いて，大聖寺川の伏流水を主体とした水道用水の取水が急増していることが注目される。 小松砂

丘では梯川右岸を中心として井戸が多く ，工業用および、畑地かんがい用に利用されている。 小松

市の中心部付近および粟津周辺は，深井戸が最も集中し，30井近くの井戸によって洪積層の砂礁

層中の地下水が採取され， もっぱら工業用水として用いられている (2)。

〈榎並信行〉
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6. 福井平野

(1) 地形・地質

福井平野は，福井平野主部 (もしくは坂井平野)，加越台地，三里浜砂丘を包含す る東西約 10

klTl， 南北約 20kmの範囲である。 地域の南限は，武生盆地(あるいは{仙武盆地〉と接し，その境

界は福井市南部の浅水，大土百聞の狭陸部である。

地形区分を図 2-4-47に示す。 平野をとりま く山地は， 西側の丹生山地，東側の加越山地，越

前中央山地で， ともに第三紀中新世の火山岩類， 凝灰岩な どからなる。平野の南端には孤立丘群

があり ，南の武生命地へ続いている。
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図2-4-47 福井平野および加越台地の地形区分図

(農林水産省(5) 福井県(1)より編図〕

平野の北部には，平地部と急崖で接する加越台地がある。加越台地の西端および東端は， 標高

80~100 m の高位段丘， その中聞は標高 40m前後の中位段丘面を形成している。 中位段丘は，

丹生山地の北端にも形成されている。旧期扇状地の名残りとされる低位段丘は，九頭竜川の平野

への出口 に当る松岡付近および加越山地西麓に部分的に分布 している。

平野は，扇状地，氾濫原，三角洲からなり ，その境界はほぼ 10m， 3 m の等高線に一致して

いる (2)。扇状地は，竹田川，九頭竜川， 足羽川の各河川にみられるが，発達は貧弱である。 丹生

山地と加越台地に挟まれた九頭竜川河口部には，三里浜砂丘が発達する。砂丘は延長約 12km， 
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図 2-4-48 地質断面位置図

(農林水産省(4)(5)より編図〉

※ l 中位段丘を形成する洪積

層のj事い地域

※2 堆積物の薄い段丘

※3 断面図に使用したもの

※4三里浜地下水人工緬養試

験地

※5観測井

DGl 第一礁周 (GIJ冒)、 A 沖積層、 DG2:第二磯庖(G2層)、

DCJ、DC2: 洪積層粘土層、 D~T: 第三軍事層以下の更新世~

鮮新iJtの地層、 T:第三紀庖(堆積岩)、Tv 第三紀層(火山岩)

図 2-4-49① 福井平野地質断面図
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最大幅約 2km，最高部標高約 40mである。 このほか，加越台地上の海岸側に浜坂砂丘が発達す

る。

福井県水理(地下水〉地質図。)によれば，平野中央(図2-4-48の2地点〉の東荒井で深度 243111 

で第三紀層の凝灰質泥岩が確認されている。三里浜砂丘では， 146 m で第三紀層凝灰質砂岩に迷

している。福井市付近では， 第三紀層までの深さは 90 ~150 111 とされている。足羽山から東へ

越前中央山地の西端までの聞には丸山などの孤立丘があり，その聞にも基盤の隆起部が伏在して

いる。加越台地地下では，基盤は平野より高まっていて，海水準下 60m程度にある(図 2-4-49)。

柏野，三浦，藤井 (2)は福井地震断層を境にして東側で基盤が浅く ，西側で落ちこんでいるとし
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図 2-4-51 加越台地地質断面図

ている (図2-4-49にその状態を桜式的に示す〕。 このほか，これと直交する東西の方向性をも っ構造

運動があ り，加越台地はこの方向に沿って平野から隆起している。

平野地下の第四紀層は，表 2-4-17に示されるように，洪積層〈扇状地T線照，潟湖成堆積層，段丘

相当庖〉および沖積層からなるは)。平野地下には，おおむね 3層準の礁層が認められ，それぞれ

海水準下 20-40m(G1層:第 1j深層)，60-80 m (G2層;第2礁周)，100 m 以深 (G3層:第3聯J冨〉

に分布する。 このうち，G1 層，G2層は普遍的に分布する (210

沖積層は G1層を基底J深層とし，扇状地1深層の優勢な地域を のぞいて，海水準下 25m までの

下部砂泥層，25-10m の中部泥層，10m 以浅の上部砂層2 上音jl泥層 (黒泥)に細分される
(4)
。

三里浜砂丘では，中部泥層は砂屈に変化 し，それを砂丘砂層が担っている。砂丘砂層は，黒砂を
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挟み旧期および新期砂丘に二分される(4)(図2-4-50)。

Gd冒は，それ以下の地層と顕著な不整合関係にあり，松岡付近の低位段丘磯層に続くと考え
られている (3)。

加越台地の洪積層は，福井県(3)により上部砂碑J冨，中部粘土層，下部砂磯層に分けられる(図

2-4-51)。上部砂磯層は中部粘土層と不整合関係にあるといわれている。北陸農政局(5)は，上部砂

喋層を平野部の DG2庖 (G2層を含む〕に対比し，下末吉期の海面上昇による堆積層としているが，

中部粘土層以下の地周ととも に中期更新世の地層の可能性もある。福井県(3)は，平野主部には下

末吉期の地層は欠除し，G2層は中期更新世の地層であるとしている。

(2) 地下水

福井県では，!果公害防止条例に基づき全県下の井戸が届出されている。福井平野には， 1979年

現在で約 900本の井戸があり， 日霊平均約 41万 m3 を揚水している (1)。用途別には表 2-4-18の

とおりで，上水道が日孟 13万Id，工業用 20万 m3 と大半を占め，地下水に対する依存度 も

100% に近い。 これは，福井県の基幹産業である繊維産業が温度，湿度調整用として地下水を積

極的に活用したためとされている (5)。

カ日j[越台地，三里浜砂丘，福井平野主部について，それぞれの帯水層の特徴は次のとおりである。

加 越 台地:農業用，上水道用の深さ 100m前後の井戸が 30本程度ある。帯水層は芦原層上

部砂磯眉〈不圧地下水〉および下部砂磯届(被圧地下水〕で，ほとんどの井戸が両層から採水して

いる。自然水位は標高 6-8mで(6)， 1弁当りの揚水量は 1，300-2，200m3jd，水位降下は 3-

7m である。 水理定数は T=2-4 X 10-3m2js， k =2 -5 X 10-4m/sである (6)。地下水収支結果

によ ると，揚水して水田にかん水された地下水は，その 50%が地下水に還元されている (7)。

三里浜砂丘.農業用，上水道用など 20本余りの深さ 100m程度の井戸があり，G1周およびG2

層から採水している。第三紀層の高まりの伏在する砂丘南部には深さ 60-70mの井戸が 2- 3 

本あり，洪積層から採水している。このほか，畑地かんがい用のごく浅い (数m)打ち込み井戸

があり，砂丘砂層から採水している。 Gl> G2層から採水する井戸は揚水量 2，000m
3
jdで，水位

降下室:0.5-1 m であり，水理定数は T=5X 10-2 m2js， k=2 X 10-3 m/s， 8=5 X 10-4である (9)。

砂丘砂層の水理定数は比較的粒度の組い〈中央粒径 0.61mm)砂丘南部の砂で T=8X 10-3 m2/s， 

k=7 X 10--mjs， 8=0.2である。

福井平野:福井県(3)は，足羽山から東にのび、て伏在する基盤の高まりを境にして，帯水層も

地下水のj函養機構も異なるとして，それぞれを足羽川地下水系，九頭竜川地下水系に区別してい

る。 このほか，丸岡付近の基盤の高まりより北側を竹田川地下水系と名づけている。それぞれの

地下水系とも，扇状地1深層， G1屑，および G2層以深の三種の帯水層から採水している。

扇状地磯層は九頭竜川の扇状地で最も良好な帯水屈を形成している。福井市上水道の水源井で

は，深さ 13mの井戸で 10，000m3jdを取水している。 ;貯水層の水理定数は k=3XlO-3mjsであ

る(3)0 G
1層は，足羽川沿岸では ら層とと もに採水層となっている。九頭竜川水系でも，扇状地

喋層から採水している地域の西隣では G1庖からも採水している。しかし，それ以外の地域の G1

層の地下水は鉄分が多いなど水質が悪く利用されていない。とくに，竹田川沿岸ではガスを含ん

でいる。 G2層，G3層は，ほとんどの井戸の帯水層となっている。 これらの帯水層の被圧地下水
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図2-4-53 福井平野地下水位経年変化

(福井市水道資料〕

は水質も良好で 1弁当り 1，500-3，000m3fd 

の揚水を行っている。帯水層の水理定数は

1'=5 X 10-3-1 X 10-2 m2fsである。

上水道，工業用水を中心とした地下水開発

の結果，被圧水頭は年々低下した。足羽川沿

岸の福井市水道水源井の水位の経年変化(図

2-4-53)および九竜川以北の井戸掘削時の自

然水位の年ごとの状況 (図2-4-54)から， 1960 

年以降の水位低下が著しい。

この結果，福井市および九頭竜川下流の低

地部に地盤沈下が生じた(図2-4-54)。水準u'lIJ

廷を開始した 1975年から 79年までの沈下量

は最大 59mm(芦原町〉である (10)。地下水位
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図2-4-54 福井市木回観測井の水位および

地盤沈下品の経年変化(福井県〉

。



変化と地盤沈下の関係は図 2-4-54のとおりで，夏期と積

雪期に水位低下，地盤沈下が進行している。

(3) 三里浜砂丘における地下水人工酒養試験

農林水産省では，福井県の協力のもとに，1978年より三

里浜砂丘において地下水の人工緬養試験を行っている(10)。
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不飽和雲どけ水など余剰の地表水を人工酒養し，こ;fLは.，

帯水層を厚くもつ砂丘に貯留すること，砂丘砂層の熱伝導

度の小ささに注目し，冷水あるいは温水を酒養し蓄熱貯留

すること，砂丘砂のろ化， 浄化能力を利用して地表水の水

質転換を図ることなど，砂丘砂周の特性を省資源、，省エネ

ノレギーに生かすことの技術的検討を目的とした試験であ

る。

試験は，高須川の水を河口付近で揚水し， 1.3 kll1を導水

して砂丘地に設けられた素掘りの水路(幅2m，長さ 25m，図2-4-55三皐浜砂丘のi函養水路

lf/lIIin 

要11
盆 o対 4水路
露的溜畑 一

水
tit~ 

3 

? 

4.2 
渦
~Y;; 3.8 
示 30-， OC
ilk 
20 

地
下
水
位
標
高

A ，、
戸

" ~ -込 F“.， 
-'.J 、 γV¥i

. .‘ 
二二ムぷ込

.. ，、
，1 .. ' え J-:J'~..

1013 
C
 地
下
〕
釘
ぜ
m
引

¥ 
¥ 

戸
内
J
V

内
/
“

レト勺ノ

nυ n4
 - r

3

F
3
 

句
l
且
ム
‘
内
ノ

回
皿、、g
-nU
 

内、

u 1110 15 

30 20 

三里浜丘における人工瓶養試験における水位，7]<波変化

10 j1 
泊養開始

図2-4-56

-5日H寺
附



第4草・ 北陸地方の地下水 431 

図2-4-55)に流しこみi函養している。試験地の水文地質は，海水準下 10mに広がる洪積層を削

る埋没波食面を不透水性基盤として，これを覆う砂層から構成されている。砂層の水理定数は前

述のとおりである。 1981年には，1，440 m3/dの強度で，約 1カ月間で約 25，000m
3
酒養した。

試験は，1982年現在継続中であるが，現在まで次のことが明らかになった (図2-4-56)。

① 地下水位は， 水路直近で約80cm上昇するが，11函養停止後急速に降下し， 4 -5日後には

初期水位にもどる。

② 河川水の水質が良好(濁度2-4， 55=10以下)な場合，酒養強度 1，440m
3/dでは瓶養水路

の水位はほとんど上昇せずに緬養を継続できる。河川水が濁っている揚合，水路底に粘土フィノレ

ムが形成され，浸透が悪くなる。

③ 地下水温より低い，あるいは高い水をi函養すると，冷水塊(あるいは温水塊〉を形成し下流

側へ移動していく。移動速度は 1m/日程度である。

④ 水路から 30cmはなれた観測井における中性子水分計を用いての地中水分測定によれば，

水路底からの浸透による不飽和帯の水分増加量は 5-10% (飽和度 50%前後〉であり，不飽和浸

透の綾子がうかがわれる。 (lIIu馬敏)
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7.若狭湾沿岸平野

(1) 地形・地質

琵琶湖北岸から若狭湾の東部にかけての地域には，数多くの断層が存在する。これらの断層の

中には，歴史時代に入って地震が記録された ものも存在する (1)。この地域では，地下水の賦存状

況は断層運動と深く関係しているようにみえる。こ こでは，その影響を最も強く受けた地域の 1

つであるいわゆる“三遠三角地帯"とその周辺についてみていくこととする。
はす

若狭湾沿岸東部の三遠三角地帯は，三方湖に流れ込む鯨川，小浜湾に流れ込む北川および、海岸

線によって囲まれる三角形の地域である。この海岸は，常や11半島や若狭蘇洞門にみられるような

沈降性を示すリアス式海岸である。また，すぐ内陸には三方湖をはじめとする三方五湖を残して

L、る。

図2-4-57は，大略的な地質構造を知るための プーゲ一重力異常図である (2)。鯖川 に沿って等

重力線は並行して走り，北)11沿いでは等重力線の乱れがみられる。 ここで注意をひくのは，三角


